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【港区立芝浦アイランド児童高齢者交流プラザ】

今年も港区バリアフリータウンマップ運営委員会は、みなとボランティアセンターの「夏！体験ボランティアinみなと」のプログラムのひとつとしてエントリーし、中学生3名の参加者、ボランティアセンター職員を含む総勢１３名で実地調査を行いました。今回の調査施設は、今年の春にオープンしたばかりの「港区立芝浦アイランド児童高齢者交流プラザ」です。

この施設は、平成１９年４月、児童と高齢者がふれあい、世代間交流ができる場としてオープンした施設です。キッズルーム（乳幼児と保護者が遊びや活動を通して交流できる部屋、おもちゃ等もあります）、おしゃべりコーナー、パソコンルーム（インターネットの利用などができます）、多目的ルーム、アートルーム（工作等ができる創作のスペース）、ふれあいラウンジ（図書等があり、飲食もできるスペースです）や、６０歳以上の人のみが利用できる憩いの部屋（マッサージ機や畳敷きスペース等があります）、集いの部屋（囲碁、将棋、麻雀があり打ち合わせ等に使えるスペース）や２つの学童クラブ室、体育室（バスケットコートや遊具があります）、ミニホール（舞台やミラーボール等があります）などがあります。なお、就学前の子どもに幼児教育や保育を提供する「こども園」が１・２階に併設されています。今回私達が調査をした、3・4階の「児童高齢者交流プラザ」の受付は３階にあります。（※こども園へは、一般の人は入れない設計となっています。）
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【憩いの部屋　６０歳以上の方専用のお部屋です】
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【体育室】

当日は、港区バリアフリータウンマップの活動についての説明、施設の方からのお話、車いす体験（車いすの介助方法体験と実際に車いすに乗ってみる体験）、ガイドヘルプ体験（視覚障害者の疑似体験と視覚障害者を誘導するガイドヘルプの体験）、バリアフリー調査を行う際の注意点についての説明等を行った後、２つのグループに分かれて施設内を調査しました。

[image: image6.png]



【車いす体験】

調査の後は、みんなで車座になって調査結果をまとめ、調査結果の発表をしました。

参加者の方々にとっては、いろいろな体験を通しての「気付き」の機会としていただけたようです。参加者からは、自分は体が不自由でないから今まで気付かなかったが、（今日の体験を活かして）これからは、町の中で困っている人がいたら声をかけてあげたいといった声が聞かれました。
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ベテランのボランティアメンバー（運営委員）も、若い参加者に囲まれて活気ある調査になったと大満足の様子でした。

　今後も、区内の施設等の調査を行っていく予定です。

　次は今このホームページを見ているあなたの出番です。

お問い合わせ、参加をお待ちしております！

みなとボランティアセンター

電話　3431-2081

メール　vc@minato-cosw.net　

2007夏！体験ボランティアinみなと


バリアフリータウンマップ調査開催報告











